平成30年12月吉日
都道府県部長各位
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会青年部
次期青年部長予定者　鈴木　治彦



2019・2020年度の委員会構成について


拝啓　平素は全旅連青年部活動にご理解、ご協力を賜りまして誠にありがとうございます。

早速ですが、標記の件につきまして下記に簡単な案内を添えております。こちらを参考としてより沢山の方に出向を勧めていただけるよう、改めてお願い申し上げます。

2020年には東京オリンピック・パラリンピックの開催を控えるため、次年度はそこに人員及び予算をフォーカスし青年部活動できるよう例年より委員会数は少なく考えております。
各委員会での研修・事業活動には、より一層の研鑽の場となるように努めて参ります。
また、オリンピック後には今年6月15日に施行されました住宅宿泊事業法の改正も政府で検討されています。そこへ、しっかりと業界の声を届ける為にも、国内の同業団体だけではなく、海外での事例も踏まえ国に検討して頂く為に、諸外国との情報交換・共有を促進していきいと考えております。国内に留まらず「未来志向」の青年部活動を展開して行く所存です。過去の青年部活動とは異なる内容の事業展開もありますが、御理解、御協力の程、宜しくお願い致します。
敬具












各部会の委員会、およびその業務内容
※次期及び予定者は省略

【総務広報】担当副部長：田辺　大輔（中国ブロック）
総務広報委員会（仮称）
· 青年部活動の運営、各種会議の設営、議事録の作成、規約の整備など
· 各ブロック会、各委員会の活動状況の把握、サポート
· 情報インフラの構築、管理（ML他）
· 天災地変や風評被害等に対し支援ネットワークの構築
· 各機関紙、記念誌の発行や外部への情報発信
· 海外へのプロモーション活動 （インバウンド流通対策委員会と共同で）


【財務・組織】担当副部長：山本　享平（近畿ブロック）
財務委員会（仮称）
· 青年部活動に関する会計管理業務
· 協定商社との連携による有益な情報の伝達、並びに新規参入業者の開拓
· 各委員会と連携した新たな財源確保の模索
· 国が発行する補助金、助成金の情報をいち早く収集し、全国の青年部員に伝達

組織委員会（仮称）
· 全国支援ネットワークの構築、頻発する自然災害への組織としての対応
· 全国大会実施に関する職務
· 組織力の向上や今後の全旅連青年部の在り方の模索
· 海外の諸団体との交流及び情報交換を通し「世界基準」の全旅連青年部を構築して行く為の活動（インバウンド流通対策委員会と共同で）
· 青年部活動への理解を親会の皆様に深めて頂く為の普及活動の実施


【政策部会】担当副部長：星　永重（東北ブロック）
政策委員会（仮称）
· 親会関係委員会へ委員を出席させていただき情報を収集する
· 親会と協議の上、陳情の実施
· 青年部員へのアンケート調査・提言書（要望書）の回収及び、提言を行う
· 関係省庁との継続的な情報交換
· 親会、観議連及び関係省庁との懇談や勉強会の実施
· 観光政策立案に関与し、日本の将来にとって必要な政策が推進できるよう活動


【労務研修部会】担当副部長：照井　貴博（東北ブロック）

労務委員会（仮称）
· 若年層、高齢者へ対し旅館ホテル業界に就職することへの魅力発信事業
· 外国人労働者の受け入れを効率よく行うことができるような制度の拡充
· 労務環境改善に関する調査・研究
· 生産性向上への取り組み


【流通事業部会】担当副部長：大平　修司（四国ブロック）
インバウンド・流通対策委員会（仮称）
· 国策としてのインバウンド推進に中心的な役割を果たす
· 海外へのプロモーション活動 （総務広報委員会と共同で）
· 宿泊施設の選定基準を明確にする為の仕組みを模索、研究する 
· 海外の諸団体との交流及び情報交換を通し「世界基準」の全旅連青年部を構築して行く為の活動（組織委員会と共同で）


【未来事業部会】担当副部長：塚島　英太（九州・沖縄ブロック）
　　事業系委員会（仮称）
· 宿フェス（旅館甲子園）事業の企画・運営・実施
· 日本学生観光連盟とのインターンシップ事業の企画・運営・実施

＊より詳細な情報につきましては一度、総務広報委員長候補者　中西敏之へ御連絡下さい。
後ほど担当副部長、又は担当委員長よりご説明いたします。
[bookmark: _GoBack]中西　敏之　連絡先：090-5091-3752　　keen1831@gmail..com


